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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータで実行されるブロックチェーンベースのトランザクションを処理するため
の方法であって、
　ブロックチェーン内のメンバーノードデバイスによって開始されたターゲットトランザ
クションを受信するステップであって、前記ターゲットトランザクションが、基準時間パ
ラメータを含み、前記基準時間パラメータが前記ターゲットトランザクションが作成され
るときに生成される基準タイムスタンプであり、トランザクション有効期間が第1の値と
第2の値との間の数値間隔に対応し、前記第1の値が、候補ブロックの作成タイムスタンプ
と第1のしきい値との間の差であり、前記第2の値が、前記候補ブロックの前記作成タイム
スタンプと第2のしきい値の和であり、前記基準時間パラメータは前記ターゲットトラン
ザクションがトランザクション有効期間内の有効トランザクションであるかどうかを決定
するために使用される、ステップと、
　前記基準時間パラメータに基づいて、前記ターゲットトランザクションが前記トランザ
クション有効期間内の有効トランザクションであるかどうかを決定するステップであって
、前記ターゲットトランザクションが前記有効トランザクション期間であるかどうかを決
定するステップは、
　　前記基準タイムスタンプが前記第1の値より大きく、前記第2の値より小さいかどうか
を決定するために、前記基準タイムスタンプを前記第1の値および前記第2の値の各々と比
較するステップと、
　　前記基準タイムスタンプが前記第1の値より大きく、前記第2の値より小さいとの決定
に応答して、前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効
トランザクションであると決定するステップと
　を含む、ステップと、
　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザク
ションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションを生成された候補ブ
ロックに記録するステップとを含む、
　方法。
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【請求項２】
　前記基準時間パラメータが、前記ターゲットトランザクションが作成されるときに生成
される基準ブロック高さ値であり、
　前記トランザクション有効期間が、第3の値と前記ブロックチェーン内の前記候補ブロ
ックのブロック高さ値との間の数値間隔に対応し、
　前記第3の値が、前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値と
第3のしきい値との間の差であり、
　前記基準時間パラメータに基づいて、前記ターゲットトランザクションが前記トランザ
クション有効期間内の前記有効トランザクションであるかどうかを決定するステップが、
　　前記基準ブロック高さ値が前記第3の値より大きく、前記ブロックチェーン内の前記
候補ブロックの前記ブロック高さ値より小さいかどうかを決定するために、前記基準ブロ
ック高さ値を前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値および前
記第3の値の各々と比較するステップと、
　　前記基準ブロック高さ値が前記第3の値より大きく、前記ブロックチェーン内の前記
候補ブロックの前記ブロック高さ値より小さいとの決定に応答して、前記ターゲットトラ
ンザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザクションであると決定す
るステップとを含む、
　請求項１に記載のコンピュータで実行される方法。
【請求項３】
　前記基準ブロック高さ値を前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック
高さ値および前記第3の値の各々と比較するステップの前に、前記方法が、
　前記候補ブロックのブロック数が前記ブロックチェーン内の最新ブロックのブロック数
より大きいかどうかを決定するステップと、
　前記候補ブロックの前記ブロック数が前記ブロックチェーン内の最新ブロックの前記ブ
ロック数より大きいとの決定に応答して、前記基準ブロック高さ値を前記ブロックチェー
ン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値および前記第3の値の各々と比較するステ
ップとをさらに含む、
　請求項２に記載のコンピュータで実行される方法。
【請求項４】
　前記ターゲットトランザクションが、前記ターゲットトランザクションの一意の識別子
をさらに含み、
　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の前記有効トラン
ザクションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションを前記候補ブロ
ックに記録するステップが、
　　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザ
クションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションの前記一意の識別
子に対応するトランザクション冪等レコードが所定のトランザクション冪等テーブルに記
憶されているかどうかを問い合わせるステップであって、前記所定のトランザクション冪
等テーブルが、前記トランザクション有効期間内の有効トランザクションに対応するトラ
ンザクション冪等レコードを記憶するために使用される、ステップと、
　　前記ターゲットトランザクションの前記一意の識別子に対応する前記トランザクショ
ン冪等レコードが前記所定のトランザクション冪等テーブルに記憶されていないとの決定
に応答して、前記ターゲットトランザクションを前記候補ブロックに記録するステップと
を含む、
　請求項３に記載のコンピュータで実行される方法。
【請求項５】
　前記トランザクション冪等レコードが、前記トランザクション冪等レコードに対応する
トランザクションが前記ブロックチェーンの分散データベースに正常に記録されたことを
示し、
　前記方法が、
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　　前記ターゲットトランザクションが前記候補ブロックに記録されていると決定され、
かつ前記候補ブロックに関するコンセンサスに達し、前記候補ブロックが前記ブロックチ
ェーンの前記分散データベースに正常に記憶されているとの決定に応答して、前記ターゲ
ットトランザクションの前記一意の識別子に対応する前記トランザクション冪等レコード
を生成するステップと、
　　前記トランザクション冪等レコードを前記所定のトランザクション冪等テーブルに挿
入するステップとをさらに含む、
　請求項４に記載のコンピュータで実行される方法。
【請求項６】
　動作を実行するためにコンピュータシステムにより実行可能な１つ以上の命令を含むコ
ンピュータ可読記録媒体であって、
　前記動作は、
　ブロックチェーン内のメンバーノードデバイスによって開始されたターゲットトランザ
クションを受信することであって、前記ターゲットトランザクションが、基準時間パラメ
ータを含み、前記基準時間パラメータが前記ターゲットトランザクションが作成されると
きに生成される基準タイムスタンプであり、トランザクション有効期間が第1の値と第2の
値との間の数値間隔に対応し、前記第1の値が、候補ブロックの作成タイムスタンプと第1
のしきい値との間の差であり、前記第2の値が、前記候補ブロックの前記作成タイムスタ
ンプと第2のしきい値の和であり、前記基準時間パラメータは前記ターゲットトランザク
ションがトランザクション有効期間内の有効トランザクションであるかどうかを決定する
ために使用される、受信することと、
　前記基準時間パラメータに基づいて、前記ターゲットトランザクションが前記トランザ
クション有効期間内の有効トランザクションであるかどうかを決定することであって、前
記ターゲットトランザクションが前記有効トランザクション期間であるかどうかを決定す
ることは、
　　前記基準タイムスタンプが前記第1の値より大きく、前記第2の値より小さいかどうか
を決定するために、前記基準タイムスタンプを前記第1の値および前記第2の値の各々と比
較することと、
　　前記基準タイムスタンプが前記第1の値より大きく、前記第2の値より小さいとの決定
に応答して、前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効
トランザクションであると決定することと
　を含む、決定することと、
　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザク
ションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションを生成された候補ブ
ロックに記録することと
を含むコンピュータ可読記録媒体。
【請求項７】
　前記基準時間パラメータが、前記ターゲットトランザクションが作成されるときに生成
される基準ブロック高さ値であり、
　前記トランザクション有効期間が、第3の値と前記ブロックチェーン内の前記候補ブロ
ックのブロック高さ値との間の数値間隔に対応し、
　前記第3の値が、前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値と
第3のしきい値との間の差であり、
　前記基準時間パラメータに基づいて、前記ターゲットトランザクションが前記トランザ
クション有効期間内の前記有効トランザクションであるかどうかを決定することが、
　　前記基準ブロック高さ値が前記第3の値より大きく、前記ブロックチェーン内の前記
候補ブロックの前記ブロック高さ値より小さいかどうかを決定するために、前記基準ブロ
ック高さ値を前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値および前
記第3の値の各々と比較することと、
　　前記基準ブロック高さ値が前記第3の値より大きく、前記ブロックチェーン内の前記
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候補ブロックの前記ブロック高さ値より小さいとの決定に応答して、前記ターゲットトラ
ンザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザクションであると決定す
ることとを含む、
　請求項６に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項８】
　前記基準ブロック高さ値を前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック
高さ値および前記第3の値の各々と比較する前に、前記動作が、
　前記候補ブロックのブロック数が前記ブロックチェーン内の最新ブロックのブロック数
より大きいかどうかを決定することと、
　前記候補ブロックの前記ブロック数が前記ブロックチェーン内の最新ブロックの前記ブ
ロック数より大きいとの決定に応答して、前記基準ブロック高さ値を前記ブロックチェー
ン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値および前記第3の値の各々と比較すること
とをさらに含む、
　請求項７に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項９】
　前記ターゲットトランザクションが、前記ターゲットトランザクションの一意の識別子
をさらに含み、
　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の前記有効トラン
ザクションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションを前記候補ブロ
ックに記録することが、
　　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザ
クションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションの前記一意の識別
子に対応するトランザクション冪等レコードが所定のトランザクション冪等テーブルに記
憶されているかどうかを問い合わせることであって、前記所定のトランザクション冪等テ
ーブルが、前記トランザクション有効期間内の有効トランザクションに対応するトランザ
クション冪等レコードを記憶するために使用される、問い合わせることと、
　　前記ターゲットトランザクションの前記一意の識別子に対応する前記トランザクショ
ン冪等レコードが前記所定のトランザクション冪等テーブルに記憶されていないとの決定
に応答して、前記ターゲットトランザクションを前記候補ブロックに記録することとを含
む、
　請求項８に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１０】
　前記トランザクション冪等レコードが、前記トランザクション冪等レコードに対応する
トランザクションが前記ブロックチェーンの分散データベースに正常に記録されたことを
示し、
　前記動作が、
　　前記ターゲットトランザクションが前記候補ブロックに記録されていると決定され、
かつ前記候補ブロックに関するコンセンサスに達し、前記候補ブロックが前記ブロックチ
ェーンの前記分散データベースに正常に記憶されているとの決定に応答して、前記ターゲ
ットトランザクションの前記一意の識別子に対応する前記トランザクション冪等レコード
を生成することと、
　　前記トランザクション冪等レコードを前記所定のトランザクション冪等テーブルに挿
入することとをさらに含む、
　請求項９に記載のコンピュータ可読記録媒体。
【請求項１１】
　１つ以上のコンピュータと、
　相互動作可能に前記１つ以上のコンピュータと結合し、前記１つ以上のコンピュータに
より実行されると１つ以上の動作を実行する１つ以上の命令を含む有形な機械可読記録媒
体を含む１つ以上のコンピュータメモリデバイス
　を含むコンピュータで実行されるシステムであって、
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　前記動作は、
　ブロックチェーン内のメンバーノードデバイスによって開始されたターゲットトランザ
クションを受信することであって、前記ターゲットトランザクションが、基準時間パラメ
ータを含み、前記基準時間パラメータが前記ターゲットトランザクションが作成されると
きに生成される基準タイムスタンプであり、トランザクション有効期間が第1の値と第2の
値との間の数値間隔に対応し、前記第1の値が、候補ブロックの作成タイムスタンプと第1
のしきい値との間の差であり、前記第2の値が、前記候補ブロックの前記作成タイムスタ
ンプと第2のしきい値の和であり、前記基準時間パラメータは前記ターゲットトランザク
ションがトランザクション有効期間内の有効トランザクションであるかどうかを決定する
ために使用される、受信することと、
　前記基準時間パラメータに基づいて、前記ターゲットトランザクションが前記トランザ
クション有効期間内の有効トランザクションであるかどうかを決定することであって、前
記ターゲットトランザクションが前記有効トランザクション期間であるかどうかを決定す
ることは、
　　前記基準タイムスタンプが前記第1の値より大きく、前記第2の値より小さいかどうか
を決定するために、前記基準タイムスタンプを前記第1の値および前記第2の値の各々と比
較することと、
　　前記基準タイムスタンプが前記第1の値より大きく、前記第2の値より小さいとの決定
に応答して、前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効
トランザクションであると決定することと
　を含む、決定することと、
　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザク
ションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションを生成された候補ブ
ロックに記録することと
を含むシステム。
【請求項１２】
　前記基準時間パラメータが、前記ターゲットトランザクションが作成されるときに生成
される基準ブロック高さ値であり、
　前記トランザクション有効期間が、第3の値と前記ブロックチェーン内の前記候補ブロ
ックのブロック高さ値との間の数値間隔に対応し、
　前記第3の値が、前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値と
第3のしきい値との間の差であり、
　前記基準時間パラメータに基づいて、前記ターゲットトランザクションが前記トランザ
クション有効期間内の前記有効トランザクションであるかどうかを決定することが、
　　前記基準ブロック高さ値が前記第3の値より大きく、前記ブロックチェーン内の前記
候補ブロックの前記ブロック高さ値より小さいかどうかを決定するために、前記基準ブロ
ック高さ値を前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値および前
記第3の値の各々と比較することと、
　　前記基準ブロック高さ値が前記第3の値より大きく、前記ブロックチェーン内の前記
候補ブロックの前記ブロック高さ値より小さいとの決定に応答して、前記ターゲットトラ
ンザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザクションであると決定す
ることとを含む、
　請求項１１に記載のコンピュータで実行されるシステム。
【請求項１３】
　前記基準ブロック高さ値を前記ブロックチェーン内の前記候補ブロックの前記ブロック
高さ値および前記第3の値の各々と比較する前に、前記動作が、
　前記候補ブロックのブロック数が前記ブロックチェーン内の最新ブロックのブロック数
より大きいかどうかを決定することと、
　前記候補ブロックの前記ブロック数が前記ブロックチェーン内の最新ブロックの前記ブ
ロック数より大きいとの決定に応答して、前記基準ブロック高さ値を前記ブロックチェー
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ン内の前記候補ブロックの前記ブロック高さ値および前記第3の値の各々と比較すること
とをさらに含む、
　請求項１２に記載のコンピュータで実行されるシステム。
【請求項１４】
　前記ターゲットトランザクションが、前記ターゲットトランザクションの一意の識別子
をさらに含み、
　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の前記有効トラン
ザクションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションを前記候補ブロ
ックに記録することが、
　　前記ターゲットトランザクションが前記トランザクション有効期間内の有効トランザ
クションであるとの決定に応答して、前記ターゲットトランザクションの前記一意の識別
子に対応するトランザクション冪等レコードが所定のトランザクション冪等テーブルに記
憶されているかどうかを問い合わせることであって、前記所定のトランザクション冪等テ
ーブルが、前記トランザクション有効期間内の有効トランザクションに対応するトランザ
クション冪等レコードを記憶するために使用される、問い合わせることと、
　　前記ターゲットトランザクションの前記一意の識別子に対応する前記トランザクショ
ン冪等レコードが前記所定のトランザクション冪等テーブルに記憶されていないとの決定
に応答して、前記ターゲットトランザクションを前記候補ブロックに記録することとを含
む、
　請求項１３に記載のコンピュータで実行されるシステム。
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